
　

は
い
さ
い
！　

ぐ
す
ー
よ
ー　

ち
ゅ
ー
う
が
な
び
ら
。
自
治
会
長

を
は
じ
め
行
政
機
関
の
皆
さ
ま
に

は
日
頃
か
ら
那
覇
市
自
治
会
長
連

合
会
の
取
り
組
み
に
対
し
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

那
覇
市
自
治
会
長
会
連
合
会
全

体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に

あ
た
り
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
研
修
会
は
今
年
度
最
終
行
事

と
し
ま
し
て
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
は
、
防
犯
・
防
災
・

福
祉
・
文
化
歴
史
・
健
康
・
次
世

代
の
人
材
育
成
・
自
治
会
加
入
促

進
な
ど
、
様
々
な
研
修
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
こ
れ
か
ら
の
自
治

会
と
地
域
自
治
を
若
者
と
共
に
考

え
る
」
～
共
感
か
ら
共
創
～
を

テ
ー
マ
に
、
前
半
は
、「
な
は
ユ
ー

ス
自
治
大
学
（
沖
縄
大
学
学
生
）」

受
講
生
に
よ
る
体
験
発
表
や
自
治

会
長
・
公
民
館
館
長
・
学
生
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
後

半
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

自
治
会
長
と
学
生
と
一
緒
に
討
議

し
、
結
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
干
支
で
あ
る
巳
年
は

「
成
長
」「
変
革
」「
新
し
い
挑
戦
」

な
ど
の
意
味
を
持
つ
年
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
自

治
会
と
地
域
自
治
を
若
者
と
共
に

考
え
行
動
す
る
時
期
が
今
年
で
す
。

　

連
合
会
と
し
ま
し
て
も「
新
し
い

挑
戦
」が
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。「
自
治
会
を
増
や
そ
う
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
自
治
会
長
は
じ
め
、関
係

各
位
の
皆
様
と
共
に
新
規
開
拓
・
深

耕
開
拓
に
取
り
く
ん
で
参
り
ま
す
。

お
互
い
が
持
て
る
力
を
存
分
に
発

揮
し
て
、知
恵
を
出
し
合
い
、団
結

し
て
一
つ
一
つ
の
課
題
を
解
決
し

て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
こ
の
度
の
研
修
会
に

あ
た
り
、
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い

た
沖
縄
大
学
の
山
代
寛
学
長
を
は

じ
め
、
経
法
商
学
科
の
島
袋
隆
志

教
授
、
学
生
の
皆
さ
ん
、
沖
縄
国

際
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「U
ni

」の
み
な
さ
ん
、
当
該
全
体

研
修
会
運
営
委
員
会
の
方
々
、
他

全
て
の
関
係
者
の
皆
様
と
「
令
和

６
年
度
な
は
市
民
活
動
支
援
事

業
」
補
助
金
を
活
用
さ
せ
て
頂
き
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
「
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」と「
全
体
研
修
会
」
が

開
催
で
き
た
こ
と
に
対
し
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

イ
ッ
ペ
ー
ニ
フ
ェ
ィ
デ
ィ
ビ

ル
、　

宮
古
島
の
方「
タ
ン
デ
ィ
ー

ガ　

タ
ン
デ
ィ
」、
石
垣
島
の
方

「
ミ
ー
フ
ァ
イ
ユ
ー
」、
日
本
最

西
端
与
那
国
島
の
方
「
ア
ラ
ー
グ

フ
ガ
ラ
ッ
サ
」。

令
和
６
年
度
自
治
連
全
体
研
修
会

令
和
６
年
度
自
治
連
全
体
研
修
会

自
治
連
・
沖
大
・
協
働
推
進
課
が
連
携
開
催
！

自
治
連
・
沖
大
・
協
働
推
進
課
が
連
携
開
催
！

　

ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
の
〝
ア
コ
ー
ク
ロ
ー
〟

は
な
か
な
か
意
味
深
な
言
葉
で
あ
る
▼

「
薄
明
か
り
が
残
っ
て
い
る
夕
暮
れ
時
、

た
そ
が
れ
時
」
を
さ
す
ア
コ
ー
ク
ロ
ー

は
、
夕
日
が
沈
む
一
瞬
の
、
昼
と
も
夜

と
も
言
え
な
い
美
し
く
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
風
景
を
連
想
す
る
一
方
、
マ
ジ
ム
ン

（
魔
物
）
が
出
没
す
る
時
刻
と
し
て
細

心
の
注
意
を
払
う
時
間
帯
で
あ
る
こ
と

も
意
味
し
て
い
る
▼
今
年
１
月
、
米
ワ

シ
ン
ト
ン
近
郊
で
旅
客
機
と
軍
用
ヘ
リ

が
空
中
衝
突
し
両
機
に
搭
乗
し
て
い
た

67
人
が
死
亡
し
た
の
は
日
没
後
で
あ

る
。
一
年
前
の
羽
田
で
日
航
機
と
海
上

保
安
庁
機
が
接
触
し
た
事
故
は
ア
コ
ー

ク
ロ
ー
の
時
刻
で
あ
っ
た
▼
目
視
が
で

き
そ
う
で
十
分
に
で
き
ず
、
機
械
等
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
面
に
切
り
替
わ

る
が
、
な
ん
と
も
不
安
定
な
一
日
の
転

換
点
で
あ
る
▼
さ
て
、
県
内
で
は
桜
の

満
開
が
各
地
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も

う
す
ぐ
入
学
式
・
入
社
式
の
時
期
で
あ

る
▼
ピ
カ
ピ
カ
の
小
学
校
一
年
生
、
社

会
人
と
し
て
新
た
な
人
生
を
踏
み
出
す

若
者
た
ち
、
職
場
で
の
異
動
な
ど
、
新

年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
是
非
ア

コ
ー
ク
ロ
ー
の
両
面
を
意
識
し
て
、
昼

と
夜
の
境
目
に
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

お
互
い
特
段
の
注
意
を
払
う
よ
う
心
掛

け
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
前
原
信
達　

編
集
委
員
長
）

自治会長会連合会
会長　田島　繁
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沖
縄
大
学
の
学
生
た
ち
は
、
松

島
、
古
島
、
石
嶺
ハ
イ
ツ
、
銘
苅

新
都
心
、
小
禄
泉
原
、
真
地
団
地

の
各
自
治
会
長
の
案
内
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
地
域
の
課

題
を
探
り
、
そ
の
解
決
策
に
つ
い

て
の
学
生
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

全
体
を
通
じ
て
、
若
者
の
自
治
会

参
加
促
進
、
世
代
間
交
流
の
活
性

化
、
地
域
資
源
の
活
用
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
な
ど
、
未
来
に
つ

な
が
る
具
体
的
な
提
案
が
多
数
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
が
今
後
の
地
域

づ
く
り
に
活
か
さ
れ
自
治
会
、
大

学
、行
政
が
共
に
歩
む「
地
域
共
創
・

未
来
共
創
」
の
実
現
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
１
）
松
島
自
治
会

【
課
題
】
若
者
の
自
治
会
参
加
率

の
低
下
と
高
齢
化
の
進
行

【
提
案
】
①
進
学
・
就
職
に
有
効

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証
明
書
を
活
用

し
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
で
認
知
度

を
高
め
る
②
高
校
生
・
大
学
生
が

小
中
学
生
の
宿
題
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
学
習
支
援
活
動
」
を
通
じ
て

若
者
が
地
域
活
動
に
関
わ
る
機
会

を
創
出
③
長
期
休
暇
中
に
子
ど
も

食
堂
を
実
施
し
地
域
の
子
ど
も
へ

の
支
援
と
若
者
が
活
動
に
参
加
す

る
機
会
を
提
供
。

【
展
望
】
世
代
間
の
交
流
を
深
め
、

地
域
の
歴
史
や
魅
力
を
次
世
代
に

伝
え
る
活
気
あ
る
自
治
会
づ
く
り

を
目
指
す
。

（
３
）
古
島
自
治
会

【
課
題
】
若
者
の
認
知
度
不
足
と

自
治
会
参
加
率
の
低
さ

【
提
案
】
①In

s
ta

g
ra

m

やT
ik

-

T
o
k

を
活
用
し
自
治
会
活
動
や
地

域
の
魅
力
発
信
。
イ
ベ
ン
ト
時
に

S
N

S

フ
ォ
ロ
ー
特
典
を
提
供
し
認

知
度
を
向
上
②
飲
食
店
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
住
民
が
自
治
会
活
動
に
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け
を
作
る
③
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
地
域
清
掃
活
動
を
通
じ

若
者
と
高
齢
者
が
交
流
す
る
機
会

を
提
供
。

【
展
望
】
若
者
が
気
軽
に
参
加
し

や
す
く
地
域
の
活
力
を
生
む
自
治

会
を
目
指
す
。

（
５
）
小
禄
泉
原
自
治
会

【
課
題
】
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う

情
報
伝
達
の
難
し
さ

【
提
案
】
①
大
学
生
が
講
師
と
な

り
、
高
齢
者
を
対
象
に
ス
マ
ホ
の

基
本
操
作
やL

IN
E

の
活
用
法
を
教

え
る
②
高
齢
者
の
移
動
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
買
い
物
支
援
と
し
て

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
代
行
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
③
自
治
会
専

用
のL

IN
E

グ
ル
ー
プ
を
開
設
し
イ

ベ
ン
ト
や
防
災
情
報
を
効
率
的
に

共
有
。

【
展
望
】
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
地
域
住
民
が
情
報
を
共
有
し
や

す
い
自
治
会
づ
く
り
を
目
指
す
。

（
２
）
真
地
団
地
自
治
会

【
課
題
】
若
年
層
の
参
加
不
足
と

役
員
の
担
い
手
不
足

【
提
案
】
①
青
年
会
・
子
ど
も
会

を
設
立
し
若
者
が
エ
イ
サ
ー
や
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自
治
会
に
関
わ

る
機
会
を
増
や
す
②
祭
り
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
定
期
的
に
企
画
し

家
族
ぐ
る
み
の
参
加
を
促
進
③
高

校
・
大
学
の
授
業
で
自
治
会
訪
問

を
取
り
入
れ
地
域
に
対
す
る
関
心

を
高
め
る
。

【
展
望
】
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
と
若
い
世
代
が
継
続
的
に

自
治
会
活
動
に
関
わ
れ
る
仕
組
み

を
整
え
る
。

（
４
）
銘
苅
新
都
心
自
治
会

【
課
題
】
単
独
世
帯
の
増
加
と
自

治
会
加
入
率
の
低
さ

【
提
案
】
①
ラ
ジ
オ
体
操
や
公
園

で
の
交
流
会
な
ど
を
企
画
し
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽
し
め
る

機
会
を
提
供
②
公
園
清
掃
や
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
地
域
の
安

全
・
安
心
な
環
境
を
維
持
③
地
域

資
源
を
活
用
し
た
祭
り
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
住
民
が
主
体

的
に
参
加
で
き
る
環
境
を
整
備
。

【
展
望
】
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

し
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
め

る
自
治
会
を
目
指
す
。

（
６
）
石
嶺
ハ
イ
ツ
自
治
会

【
課
題
】
地
域
情
報
の
共
有
不
足

と
高
齢
者
の
孤
立

【
提
案
】
①
高
齢
者
宅
へ
の
定
期

訪
問
を
実
施
し
生
活
状
況
の
確
認

と
安
全
を
確
保
②
夏
祭
り
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
を
企
画
し
、
地
域

住
民
の
交
流
を
活
発
化
③
地
域
イ

ベ
ン
ト
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

招
き
、
活
動
へ
の
理
解
と
参
加
意

欲
を
高
め
る
。

【
展
望
】
地
域
の
つ
な
が
り
を
強

化
し
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
。

一
、
沖
縄
大
学
島
袋
ゼ
ミ
学
生
の
発
表
！

一
、
沖
縄
大
学
島
袋
ゼ
ミ
学
生
の
発
表
！

～
地
域
体
験
か
ら
地
域
の
強
み
弱
み
を
考
え
る
～

～
地
域
体
験
か
ら
地
域
の
強
み
弱
み
を
考
え
る
～
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学
生
発
表
を
受
け
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
自
治
会
関
係
者
、
学

生
、
行
政
関
係
者
が
登
壇
し
、
自

治
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

【
主
な
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
】

①�

　
若
者
の
自
治
会
・
地
域
活
動

へ
の
関
わ
り

・
沖
縄
大
学
や
沖
縄
国
際
大
学
の

学
生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参

加
し
、
地
域
の
課
題
や
資
源
を
学

ん
だ
。

・
学
生
が
子
ど
も
支
援
や
地
域
イ

ベ
ン
ト
に
関
与
し
、
自
治
会
と
の

新
た
な
関
係
構
築
が
進
ん
で
い
る
。

・
若
者
が
自
治
会
を
「
地
域
課
題

を
解
決
す
る
場
」
と
捉
え
、
積
極

的
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
意
識
が

あ
る
。

②　

地
域
資
源
の
活
用
と
課
題

・
公
園
や
自
然
な
ど
、
地
域
の
資

源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
可

能
性
が
議
論
さ
れ
た
。

・
交
通
の
利
便
性
や
住
民
の
交
流

の
場
の
不
足
な
ど
、
解
決
す
べ
き

課
題
も
明
ら
か
に
。

・
各
自
治
会
が
独
自
の
資
源
を
活

か
し
、
交
流
の
場
を
作
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。

③
　
世
代
間
交
流
の
重
要
性

・
自
治
会
の
掲
示
板
や
新
聞
な

ど
の
紙
媒
体
を
好
む
高
齢
者
と
、

S
N
S

やLIN
E

な
ど
を
活
用
す
る

若
者
と
の
情
報
伝
達
の
違
い
が
指

摘
さ
れ
た
。

・
若
者
と
高
齢
者
の
交
流
機
会
を

増
や
し
、
自
治
会
を
多
世
代
が
関

わ
る
場
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
高
齢
者
は
自
治
会
の
「
強
み
」

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
地
域
活
動
の
重
要
な
担
い
手

で
あ
る
。

④　

自
治
会
と
学
校
・
企
業
の
連
携

・
小
中
高
校
の
授
業
に
地
域
学
習

を
組
み
込
む
動
き
が
広
が
っ
て
お

り
、
自
治
会
が
教
育
機
関
と
連
携

す
る
意
義
が
再
認
識
さ
れ
た
。

・
自
治
会
と
大
学
が
連
携
し
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
学
び
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
若
者
の
自
治

会
参
加
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
企
業
と
も
連
携
し
、
地
域
活
動

を
支
援
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

⑤�　

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
の

つ
な
が
り

・
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等

の
地
域
行
事
は
住
民
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
重
要
な
機
会
と
な
る
。

・
子
ど
も
や
若
者
が
関
与
し
や
す

い
形
で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
が
求
め

首里自治会長連絡協議会
会　長　佐和田　健治

副会長　宮城　　修　　副会長　末吉ヒサ子

副会長　謝名堂　聡　　書記会計　仲座　方久

那覇市首里久場川町 2-18-9　首里支所内

那覇市本庁管内自治会長会
会　長　伊地　柴基

副会長　山内　京子　　副会長　徳元　律夫

書　記　児玉久美子　　会　計　樫山　弘子

那覇市銘苅 2-3-1　なは市民協働プラザ３Ｆ

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

司
会
進
行

　

沖
縄
大
学
教
授　

島
袋 

隆
志

登
壇
者　

・
銘
苅
新
都
心
自
治
会

　
　
　

会
長　

前
原 

信
達

・
松
島
＆
古
島
自
治
会

　
　
　

会
長　

西
平 

博
人

・
那
覇
市
繁
多
川
公
民
館

　
　
　

館
長　

南 

信
乃
介

・
那
覇
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
推

進
課

　
　
　

課
長　

屋
比
久 

尚
也　

・
沖
縄
大
学
生

　
　
　

２
年
次　

安
座
間 

桜
音

・
沖
縄
大
学
生

　
　
　

３
年
次　

上
原 

大
和

二
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
！

二
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
！

～
地
域
自
治
を
若
者
と
共
に
考
え
る
～

～
地
域
自
治
を
若
者
と
共
に
考
え
る
～

ら
れ
る
。

・
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
自
治
会

の
存
在
を
地
域
住
民
に
広
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑥
　
行
政
と
自
治
会
の
連
携

・
自
治
会
の
「
加
入
率
」
よ
り
も

「
参
加
率
」
を
高
め
る
こ
と
が
先

決
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

・
行
政
と
し
て
も
、
自
治
会
活
動

の
活
性
化
を
支
援
す
る
施
策
を
模

索
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
新
し
い
自
治
会
長
へ
の
研
修

や
学
び
の
場
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
大
学
と
連
携
し
て「
自
治
会

講
座
」を
開
設
す
る
案
が
提
案
さ

れ
た
。

自 治 連 会 報 な は（3） 2025年４月



　

学
生
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

受
け
、
９
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
全
体
研
修
会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
会
は
、

自
治
会
の
未
来
を
多
様
な
視
点
か

ら
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
自
治
会
、
行
政
、

大
学
、企
業
が
連
携
し
、「
共
感
か

ら
共
創
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
持
続

可
能
な
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

議
論
の
中
で
は
、
以
下
の
よ
う

な
具
体
的
な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

【
全
体
研
修
会
の
議
論
概
要
】

①
　
情
報
発
信
の
強
化

・S
N
S

（Instagram

、LIN
E

、

Y
ouT
ube

な
ど
）
を
活
用
し
、

自
治
会
の
活
動
を
広
め
る
。

・
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更

新
し
、
若
者
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
情
報
を
提
供
す
る
。

・
小
学
校
・
中
学
校
に
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
周

知
を
強
化
す
る
。

②�

　
若
者
の
興
味
を
引
く
イ
ベ
ン

ト
企
画

・
伝
統
文
化
（
エ
イ
サ
ー
な
ど
）

の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

・
ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
（
モ
ル
ッ

ク
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）
を
通
じ
た

交
流
の
場
を
提
供
す
る
。

・
季
節
ご
と
の
行
事
（
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
、
餅
つ
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
な
ど
）
を
開
催
し
、
若
者
や

親
子
の
参
加
を
促
す
。

③�

　
自
治
会
活
動
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

・
自
治
会
活
動
に
参
加
し
た
若
者

へ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
証
明
書
を
発
行
す
る
。

・
就
職
活
動
や
進
学
に
役
立
つ

よ
う
な
自
治
会
活
動
の
仕
組
み
を�

作
る
。

④
　
学
校
と
の
連
携

・
大
学
の
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
と
自

治
会
を
つ
な
ぎ
、
若
者
の
関
わ
り

を
深
め
る
。

・
小
中
高
の
授
業
に
自
治
会
活
動

を
取
り
入
れ
、
地
域
の
魅
力
を
学

ぶ
機
会
を
提
供
す
る
。

⑤
　
自
治
会
の
運
営
改
革

・
若
者
が
主
導
す
る
自
治
会
の
サ

ブ
組
織
（
青
年
会
な
ど
）
を
作
り
、

自
由
な
活
動
を
促
す
。

・
高
齢
者
主
体
の
自
治
会
か
ら
、

若
者
と
共
創
す
る
組
織
へ
と
変
革

し
て
い
く
。

【
今
後
の
展
望
】

⑴
　
若
者
の
自
治
会
参
加
を
促
進

　

大
学
・
企
業
と
連
携
し
、
自
治

会
活
動
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機

会
を
増
や
す
。

⑵
　
多
世
代
交
流
を
活
性
化

　

高
齢
者
の
知
識
や
経
験
を
活
か

し
、
若
者
と
の
交
流
機
会
を
創
出

す
る
。

⑶�

　
地
域
の
資
源
を
最
大
限
に�

活
用

　

公
園
や
イ
ベ
ン
ト
を
活
か
し
、

住
民
が
主
体
的
に
関
わ
れ
る
仕
組

み
を
整
え
る
。

⑷�

　
自
治
会
の
新
た
な
学
び
の
場

の
創
出

　

自
治
会
長
や
住
民
が
学
び
な
が

ら
自
治
会
運
営
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
な
場
を
作
る
。

小禄地区自治会連合会
会　長　上原　　博

副会長　前花　友克　　副会長　我如古正樹

監　事　渡真利　浩　　

那覇市宇栄原 4-2-2　小禄支所内

真和志自治会長連絡協議会
会　長　田島　　繁

副 会 長　西平　博人

書記会計　門下　長徳

那覇市与儀 1-3-21　那覇市保健所３Ｆ

三
、
自
治
会
長
会
連
合
会
全
体
研
修
会
！

三
、
自
治
会
長
会
連
合
会
全
体
研
修
会
！

～
地
域
自
治
の
こ
れ
か
ら
を
共
創
す
る
～

～
地
域
自
治
の
こ
れ
か
ら
を
共
創
す
る
～

2025年４月自 治 連 会 報 な は （4）



　
「
な
は
ユ
ー
ス
自
治
大
学
」
は
、

令
和
６
年
度
の
「
な
は
市
民
活
動

支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
事
業

で
、
那
覇
市
自
治
会
長
会
連
合
会

と
沖
縄
大
学
島
袋
ゼ
ミ
、
那
覇
市

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課
の
三
者

が
連
携
・
協
働
し
て
運
営
す
る
初

め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　

事
業
の
背
景
と
し
て
、
地
域
自

治
会
の
必
要
性
は
若
者
か
ら
高
齢

者
ま
で
全
世
代
を
通
し
て
感
じ
て

い
る
も
の
の
、
現
状
は
自
治
会
組

織
の
高
齢
化
と
加
入
率
の
低
下
が

著
し
い
状
況
に
あ
り
、
こ
の
た
め

各
自
治
会
に
お
い
て
は
、
次
世
代

を
担
う
若
者（
ユ
ー
ス
）の
声
を
受

け
止
め
な
が
ら
若
者
が
参
加
し
や

す
い
地
域
自
治
会
の
あ
り
方
や
環

境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

一
方
、沖
縄
大
学
に
お
い
て
も

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
る

〝
地
域
が
キ
ャ
ン
パ
ス
、地
域
の

キ
ャ
ン
パ
ス
～
沖
縄
大
学
は「
知
」

と
「
人
」
の
交
流
拠
点
と
な
り
ま

す
〟
の
実
現
に
あ
た
っ
て
、若
者

世
代
が
自
治
会
や
地
域
に
つ
い
て

学
び
、地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
市
行
政
で
も
、
地
域
住

民
自
ら
が
地
域
づ
く
り
に
参
画

し
、
自
分
ご
と
と
し
て
他
の
団
体

等
と
も
連
携
し
な
が
ら
地
域
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
社
会

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

民
協
働
に
よ
る
地
域
自
治
の
推
進

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に

あ
っ
た
。

　

そ
の
三
者
の
想
い
が
「
な
は

ユ
ー
ス
自
治
大
学
」
の
事
業
に
つ

な
が
っ
た
。
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
４
つ
の
達
成
目
標
・
目

標
数
値
を
設
定
し
た
。
こ
の
目
標

数
値
の
達
成
状
況
が
そ
の
ま
ま
事

業
の
評
価
と
な
る
。

　

１
つ
目
は
５
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
の
自
治
会
を
選
出
し
て
学

生
へ
の
「
講
話
」
と
「
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
」
を
実
施
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
大
学
・
行
政
側
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
含
め
て
４
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
行
っ
た
。
学
生
が

講
話
と
実
体
験
を
通
し
て
地
域
の

魅
力
や
課
題
に
気
づ
く
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
強
み
を
伸
ば
し
弱
み

を
改
善
す
る
た
め
の
提
案
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成

果
で
あ
っ
た
。

　

２
つ
目
は
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
で
あ
る
。
自
治
会
長
、
学

生
、
公
民
館
長
、
担
当
課
長
が
登

壇
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
学

生
が
ま
と
め
た
５
つ
の
地
域
自
治

会
の
現
状
と
学
生
提
案
を
受
け

て
、
島
袋
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
も
と
若
者
が
参
加
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
、
継
続
し
て
い
く

た
め
の
方
策
が
深
堀
り
さ
れ
た
。

　

３
つ
目
は
自
治
会
長
会
連
合
会

の
全
体
研
修
会
で
あ
る
。
学
生
発

表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
自
治
会
長
と
学
生
を
交

え
て
の
全
体
研
修
会
（
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
行
っ
た
。

沖
縄
大
学
の
学
生
に
加
え
て
沖
縄

国
際
大
学U

ni

の
学
生
や
ま
ち
づ

く
り
協
働
推
進
課
職
員
、
那
覇
市

社
協
職
員
も
加
わ
り
意
見
交
換
し

た
。
９
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
全

て
が
ま
と
め
の
発
表
を
行
う
こ
と

で
各
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
内
容
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

那覇市営住宅自治会長会
会　長　上原　幸吉

副会長　石原　幸勇　　副会長　友利　榮吉

書　記　玉寄　秀一　　会　計　白岩　　享

那覇市銘苅 2-3-1　なは市民協働プラザ３Ｆ

四
、
研
修
会
の
ね
ら
い
と
総
評
！

四
、
研
修
会
の
ね
ら
い
と
総
評
！

～
「
な
は
ユ
ー
ス
自
治
大
学
」
の
大
成
功
～

～
「
な
は
ユ
ー
ス
自
治
大
学
」
の
大
成
功
～

　

４
つ
め
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
て
の
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
。

　
〝
満
足
度
５
段
階
中
４
以
上
が

８
割
〟を
目
指
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
は
、
約
40
人
の
回
答
者
の

ほ
ぼ
全
員
が「
と
て
も
良
か
っ
た
」、

「
良
か
っ
た
」と
答
え
た
。
こ
の
結

果
が
今
回
の「
な
は
ユ
ー
ス
自
治

大
学
」の
大
成
功
を
物
語
っ
て
い

る
。自
治
会
長
会
連
合
会
と
沖
縄

大
学
、那
覇
市
の
三
者
の
当
初
の

ね
ら
い
は
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

課
題
と
し
て
は
自
治
会
長
の
参

加
者
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
が

予
定
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
、報

告
書
作
成
ま
で
の
時
間
が
短
か
っ

た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

最
後
に
、
本
事
業
を
通
し
て
得

た
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
各
自
治
会
長

が
持
ち
帰
り
、
時
代
を
見
据
え
た

取
り
組
み
の
可
能
性
を
広
げ
、
今

後
と
も
安
全
で
楽
し
く
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
願
う
。
ま
た
、
参
画
し
た
学

生
に
お
い
て
は
今
回
の
体
験
を
活

か
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
と
し
て
引
き
続
き
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

自 治 連 会 報 な は（5） 2025年４月



那覇の史跡・旧跡06
真和志地区②

真
ま

和
わ

志
し

間
ま

切
ぎ り

番
ばん

所
じ ょ

跡
あ と

　琉球王国時代の「間切（まぎり）」は現在の市町村にあ
たる行政区域で、「間切番所」は間切役人が村々の耕作状
況や年貢収納などの監督・指導を行った役所。真和志間
切は天久・識名・国場など12カ村で構成され、間切番所
は上間村に置かれた。1879年（明治12）の沖縄県設置を
経て1908年（明治41）には沖縄県及島嶼町村制の施行に
より、間切は村に村は字になった。真和志村役場はその後、
1926年（大正15）に現在の真和志支所敷地（寄宮２丁目）
に移転し、1957年（昭和32）には那覇市と合併したこ
とにより那覇市真和志支所庁舎となった。現在、庁舎の
老朽化により那覇市民会館跡地への新築移転（複合施設）
が進行している。

「那覇の史跡・旧跡ガイドブック」（那覇市歴史博物館）参考

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
さ
れ
た
方

の
総
数
は
四
十
三
人
で
し
た
。
そ

の
う
ち
の
二
十
九
人（
七
六
．七�

％
）が「
と
て
も
良
か
っ
た
」、九
人

（
二
〇
．九
％
）が「
良
か
っ
た
」と

答
え
て
い
ま
す
。
残
り
の
一
人
は

無
回
答
で
し
た
。

　

回
答
者
の
概
ね
全
員
が
良
か
っ

た
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、今

回
の
研
修
会
は
大
成
功
だ
っ
た
と

い
え
る
と
思
い
ま
す
。な
お
、回
答

の
内
訳
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

以
下
に
自
由
記
入
欄
か
ら
の
声

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

五
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

五
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

①
　
自
治
会

・
こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に
若
者
も

ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
も
ら
い
若
者

の
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
い
。

・
若
者
の
考
え
と
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
い
事
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

②
　
沖
縄
大
学

・
今
の
那
覇
市
の
様
々
な
自
治
会

の
問
題
点
や
現
状
に
つ
い
て
知
る

と
て
も
良
い
機
会
に
参
加
で
き
て

良
か
っ
た
。

③
　
沖
縄
国
際
大
学U

ni

・
那
覇
と
い
う
限
定
し
た
地
域
で

も
自
治
会
ご
と
に
様
々
な
特
色
や

課
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
私
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
自
治
会
長
さ
ん
は
地
域
の
た
め

に
色
々
と
悩
み
考
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
の
で
私
も
力
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

④
　
一
般
（
社
協
な
ど
）

・
若
者
の
意
見
や
自
治
会
へ
の
参

加
の
入
り
口
が
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。

宴会なら守礼、３千円コースから皆様の
ご来店をお待ちしております

〒903-0806 那覇市首里汀良町1-29
電話 098-885-4467
地域の皆様に感謝です

属　性 とても良
かった 良かった

普通だった/
あまり良く
なかった

無回答 計

自 治 会 8 7 0 1 16

沖縄大学 11 1 0 0 12

沖国大Uni 11 0 0 0 11

一　　般 3 1 0 0 4

合　計 33
(76.7%)

9
(20.9%)

0 1
(2.3%)

43
(100%)

2025年４月自 治 連 会 報 な は （6）



○地域自治功労者表彰式並びに市政懇談会を開催しました！
　１月29日（水）にダブルツリー�byヒルトン那覇首里城において、「令和６年度�地域自治功労者表彰式
並びに市政懇談会」が開催され、多くの皆様にご参加いただきました。
　第一部の表彰式では、これまで地域住民の福祉増進及び地域自治の振興発展に貢献してこられた自治会
長の皆様（特別表彰�８名、一般表彰�12名の計20名）に知念市長から表彰状が贈られました。
　また、知念市長より、コロナ後の影響も未だある中、工夫を凝らしながら地域活動に取り組まれ、地域
の絆を紡がれていらっしゃることに感謝の言葉がありました。
　第二部の市政懇談会では、自治会長と各部局長との懇談が行われ、大変有意義な場となりました。
　また、長田２丁目大倉ハイツ自治会によるフラダンスの余興や、懇親会で交流を深め会場はおおいに盛
り上がりました。

株式会社N３クリエイト

松島自治会・古島自治会の会長をしている西平博人が代表をしている会社です！

地域を演技レッスンやお芝居で活性化させる事業も行います。

ご興味ありましたら、お声掛けください！

代表 西平博人 ０９０ー８２９２－８５２３

ホームページQRコード

南風原町大名260-1 電話：098-888-3918
営業時間：11:00～22:00（ラストオーダー21:30）
定休日：毎週水曜日
自治会に大好評！オードブルの注文も承ります。

新潟から築130年の古民家を移築。沖縄で古民家食堂とし
て新しい命が誕生。各種定食・沖縄そばをご堪能下さい。

自 治 連 会 報 な は（7） 2025年４月

受賞された皆様の地域活性化へのご尽力に深く敬意を表するとともに、受賞された皆様の地域活性化へのご尽力に深く敬意を表するとともに、

心からお祝いを申し上げます。おめでとうございます！！心からお祝いを申し上げます。おめでとうございます！！



　沖縄県北部地域では、令和６年11月９日未明から10日にかけて降り
続いた記録的豪雨により、川の氾濫、住居の床上・床下浸水、住宅や
家財等の損壊など甚大な被害を受けました。
　そこで、那覇市自治会長会連合会では、被災された方々の生活の立
て直しにお役立て頂くため、令和７年２月25日に連合会を代表して役
員４人が国頭村を訪れ、知花靖村長に義援金348,000円を手渡しまし
た。知花村長からは、義援金を有効に活用させていただくことなど、
感謝の意が伝えられました。

　自治会でホームページを開設している場合は、まちづくり協働推進課まで情報提供を
お願いします。より多くの市民に見ていただけるように当課のホームページでも紹介を
させていただきます。

※まちづくり協働推進課ホームページ ➡

編
集
委
員
会
よ
り

編
集
委
員
会
よ
り

　

自
治
連
会
報
な
は
９
月
号
で
は

「
な
は
ユ
ー
ス
自
治
大
学
」
の
中
間

取
り
組
み
状
況
を
特
集
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
４
月
号
で
は
、
そ
の
最
終

報
告
と
し
て
、
①
沖
縄
大
学
島
袋
ゼ

ミ
学
生
の
取
り
ま
と
め
発
表
、
②
地

域
自
治
を
若
者
と
考
え
る
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
③
那
覇
市
自
治
会
長
会

連
合
会
の
全
体
研
修
会
の
詳
細
を
特

集
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
の
未
来
を
多
様
な
視
点
か

ら
考
え
る
貴
重
な
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
が

か
な
わ
な
か
っ
た
自
治
会
に
お
い
て

も
、本
特
集
号
を
是
非
参
考
に
し
て
、

時
代
を
見
据
え
た
取
り
組
み
の
可
能

性
を
広
げ
、
今
後
と
も
安
全
で
楽
し

く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

各種補助金申請について各種補助金申請について
　まちづくり協働推進課では、自治会活動の活性化や円滑な運営が行えるよう、各種補助事業がございます。
今年度も申請を受け付けておりますので、ぜひご活用よろしくお願いいたします。

①那覇市自治会及び準備委員会等事業補助金
　コミュニティ活動の活性化を目的として自治会が実施する親睦事業等に対し、補助金を交付します。

②自治会掲示板の新設及び修繕補助金
　広報掲示板の設置又は修繕に要する施工費の一部に対し補助金を交付します。

③自治会事務所賃借料補助金
　自治会事務所について土地・建物を賃借する場合に補助金を交付します。

④自治会集会所の建設及び改修等事業補助金
　集会所の建設及び修繕等に対し、工事費の３割以内かつ、予算の範囲内で補助金を交付します。

　他にも（一財）自治総合センターの「宝くじの社会貢献広報事業」から助成される「一般コミュニティ助成
事業（備品補助）」「コミュニティセンター助成事業（建設補助）」がございますのでお気軽にお問合せください。

話 題・トピック
～「令和６年沖縄県北部豪雨災害義援金」をお届けしました！～

自 治 連 会 報 な は 2025年４月 （8）


